1． 2006年4月3日、大阪港に米軍のイージス艦「カーティス・ウイルバー」が入港した事態は、まさに、日本全国で日米軍事同盟の強化を推し進めるものであり、米軍が有事の際に、日本の港を自由に使用するための準備に他なりません。この米イージス艦「カーティス・ウイルバー」の入港は絶対に許されることではなく、私たちは強く抗議するとともに、以下の質問への回答を求めます。
1 米イージス艦「カーティス・ウイルバー」の装備、所属と、大阪港に入港する前後の行動を明らかにされたい。
2 巡航ミサイルトマホークを搭載するイージス艦の核非搭載の証明は、事実上不可能と思われるが、防衛施設局は当該自治体に対してどのような説明を行い、了承を得たのか。
3 今回の大阪港への入港の目的は何か。
4 イージス艦「カーティス・ウイルバー」が停泊している間の米兵の外出について、どのような取り扱いをしているのか。何か規制はあるのか。
5 このように、大阪防衛施設局管内で、これまで米艦船が入港した事実、または今後、入港する予定はあるのか。
6 今回のイージス艦「カーティス・ウイルバー」の入港について、市民から抗議の声が多数あがったことについて、どのように受け止め、対処しているのか。
2． 辺野古に新たな「沿岸案」が押しつけられるなど、日本による沖縄への差別的状況が何ら変わらない苦しみの中にあります。それでも私たちはこのことを自らの問題と捉え、今こそ日本に住む一人ひとりと共に声をあげていこうと、これまで署名活動に取り組み、その声を「署名提出」という形で大阪防衛施設局に伝えてきました。去る10月27日にも「7370筆」にのぼる署名を提出したわけですが、その署名の取り扱いについて、以下の質問に回答願います。
1 第3次分の署名「7370筆」の民意は、どのような経緯でどこに伝えられたのか、明らかにされたい。
2 第3次分の署名「7370筆」の民意に対して、大阪防衛施設局は、どのような働きかけを行ったのか、また今後どのような働きかけを行うのか。
3． 日本全体で進められようとしている「米軍再編」について、大阪防衛施設局の役割を明らかにされたい。
4． 「米軍再編」によって、石川県の小松基地へ、沖縄・嘉手納などの戦闘機訓練移転が取り沙汰されているが、このことについて以下の質問に回答願います。
1 小松基地への戦闘機訓練移転については、大阪防衛施設局の局長自らが石川県や小松市に出向き、説明を行ったと聞いていますが、どのような説明を行い、石川県、および小松市からはどのような回答を得たのか、その経緯を明らかにされたい。
2 1982年に小松市長と名古屋防衛施設局長の間で結ばれた「日米共同訓練に関する協定書」には、『日米共同訓練に伴う米軍航空機の運用については、昭和50年10月4日、名古屋防衛施設局長と小松市長との間で締結した協定書の関連条項を遵守するものとする。』という項目が盛り込まれている。しかし、2002年3月の金沢地裁において、「騒音被害が生じているのに、国は抜本的対策を何ら講じてなく、協定の定めは今日に至っても達成されていない」という判決が下されたことに小松基地の状況は明らかである。自衛隊さえ、1975年に結ばれた10.4協定をなし崩しにしているにも関わらず、米軍にその協定をどのように守らせるつもりなのか。その方策を明らかにされたい。
3 沖縄の嘉手納基地では米軍機の事故が頻発し、原因の究明や再発防止も明らかにされないまま訓練が再開されている。小松基地に訓練が移転される場合、当然、このような事態も想定されるが、このような米軍の事件・事故の頻発と原因究明や再発防止がされないままの訓練再開を容認してきた防衛施設局の見解と今後の方針を明らかにされたい。
